
（別紙３） 

栃木県県民の森に係る選考基準  
評価体系 審査項目 配 点 

１ 基本的事項 

（35点） 

 

① 平等利用・適正な権限行使 

申請者の策定した基本方針及び業務の実施計画等は、以下のとおり住民の平等利

用の確保を図るものとなっているか。 

・施設運営における住民の平等な利用について考慮されているか。 

・事業内容に偏りがあり、一部の住民に利用者が限定されることはないか。 

・合理的な理由なく、一部の利用者を制限又は優遇していることはないか。 

５ 

 ② 提案の合目的性・的確性 

申請者の策定した基本方針及び業務の実施計画等は、当該施設の設置目的に適 

合する内容となっているか。 

また、業務内容は、県民ニーズを十分に把握し、県民サービスの向上を図るも 

のとなっているか。 

５ 

 ③ 提案の具体性 

申請者の策定した業務の実施計画は、当該施設の利用促進や経費節減に対する取

組が具体的に示されているか。 
５ 

 ④ 提案の実現性 

申請者の策定した業務の実施計画は、事業内容や事業量を適切に把握し、実現性

が高い内容となっているか。 

５ 

 ⑤ 個人情報保護 

申請者は、プライバシーポリシーの策定及び公表、事業者内部の責任体制の整備

、個人情報の取扱いを外部に委託する場合の監督体制の整備、従業者に対する教育

研修など、個人情報保護に関する措置を既に行っているか。 

また、申請者の策定した個人情報の安全管理体制、委託先も含めた従業者の研 

修計画等は個人情報保護のために十分なものとなっているか。 

５ 

 ⑥ 安全対策（事故・災害発生時の対応） 

事故又は災害発生時に講ずるべき対応策（連絡体制の整備、避難誘導、応急措 

置等）及び業務従事者への研修計画等は適切なものとなっているか。 
５ 

 

⑦ 安全対策（安全管理・防災対策） 

事故等を防止するための事前の安全管理対策及び防災対策は適切なものとなって

いるか。 

５ 

２ 事業者評価 

（20点） 

① 人的基礎 

申請者が計画している職員体制及び配置人員（現場責任者、有資格者、指揮系統、

責任権限等）は適切なものとなっているか。 

また、一部業務を第三者へ委託する場合、その業務の範囲、理由及び委託先に対

する考え方は適切なものとなっているか。 

５ 

 ②  経理的基礎 

申請者の現在の事業活動状況や経営状況等から、申請者は提案内容のとおり安 

定的に施設の管理運営を行う財政基礎を有していると認められるか。 
５ 

 ③ 申請者の経営理念・姿勢等 

申請者の経営理念や方針は、当該施設の指定管理者としてふさわしいものとなっ

ているか。 

また、指定管理に取り組むに当たっての申請者の姿勢は、積極的かつ真摯なもの 

となっているか。 

５ 

 ④ 過去の実績 

申請者の、類似施設の管理運営実績や関連業務の実施状況等から、申請者は当該

施設を良好に管理運営するためのノウハウ等を有していると認められるか。 
５ 



評価体系 審査項目 配 点 

３ アイデア等

評価 

（25点） 

① 改善性 

申請者が策定した業務の実施計画は、施設の運営（運営時間、運営方法、利用料

金、周知方法等）の改善を図るものとなっているか。 

また、申請者から提案された自己評価手法は、当該施設の特性にふさわしく、か

つ、業務改善につながるものとなっているか。 

10 

 ② 独創性 

申請者の策定した業務の実施計画及び提案した自主事業の内容は、創意工夫や斬

新性が認められ、利用者の利便性の向上や施設の魅力度の向上に寄与するものとな

っているか。 

10 

 ③ 社会性 

申請者の策定した業務の実施計画は、以下の項目に配慮した内容となっている 

か。 

・障害者、高齢者及び子どもの利用に対する配慮 

・省エネ、環境（騒音・光害対策、ごみ削減等）への配慮 

・地域貢献、地域住民への配慮  

５ 

４ 価格等評価 

（20点） 
① 経済性 

申請者が作成した収支計画は、事業内容が漏れなく反映され、かつ、過大又は過

小な見積りはなく、収支のバランスがとれたものとなっているか。 

また、収支計画は、経費の節減に努める内容となっているか。 

５ 

 ② 提案価格評価 

申請者からの提案価格に対する得点は、以下により算定する。 

ただし、最低点数は０点とする。 

（算定式） 

・得点 ＝ 配点 － （最低提案価格からの増加率※ × 0.5） 

※増加率(％) ＝ ｛（提案価格 － 最低提案価格）／最低提案価格｝× 100 

15 

計 100 

 

〔評価基準〕 

 選考委員会において評点審査を行うための評価基準は以下のとおりとします。 

評 価 点数 

大変優れている 配点×1.0 

やや優れている 配点×0.8 

普通 配点×0.6 

やや劣る 配点×0.4 

劣る 配点×0.2 

  

〔最低基準〕 

  指定管理者候補者として選定されるための最低基準点は、総得点から、上表４－②の提

案価格評価点を除いた点数の100分の60とします。 

最高得点の申請者が最低基準点に満たない場合は、申請者全員を失格とし、再公募又は

非公募により改めて候補者を選定します。 


